
「学生胸部 X線検査対象者改訂 1年後の報告
– 新入学生の受検率向上を目指して - 」

愛媛大学総合健康センター 村上和恵

＜はじめに＞

 愛媛大学では昨年から胸部 X線検査の対象を「新入生」「結核問診による選別者」「受診希望者」
に分けました。その後新入生の胸部 X線未受診者をフォローしましたので報告します。
＜問診票＞

 愛媛大学では毎年 4月初めに，体育館を使用して学生定期健康診断を８日間で実施しています。
この 8日間で，8,000名近くの学生を扱うため OCRに対応した問診票を使用しています。裏面に
は既往歴や生活習慣に関する質問があります。

＜新入生の抽出＞

X 線検査対象者の新入生は問診票の青線で囲んだ部分を使って抽出します。ここには「学部・
大学院・編入・その他の新入生」という項目があり，学生自身がチェックするようになっていま

す。その後職員が学生証番号や所属の記入欄などを確認した後，胸部 X 線検査を行います。 そ
れ以外にもこの問診票を使って，結核を思わせる症状がある学生や，実習に行く予定がある，結

核高蔓延国から来日した，などチェックできるようにしてあります。

＜平成 23年度胸部 X線施設検診＞
 グラフは昨年１年間に施設検診を受けた学生数を表しています。愛媛大学では，胸部 X線の結
果を後日要求された時のために，健康診断終了後でも契約施設で同じ年度内に限り 1 回だけ無料
で検査を行うことができるようにしています。 最も多かったのは新入生にもかかわらず「健康診

断そのものを受けていない」というもので，濃いブルーの線であらわしています。「就職のため」

というのは左の方の紫の線ですがほんの数えるほどしかいません。昨年１年間の施設検診のトー

タルは 51名という結果でした。
＜どのくらい受診したか？＞

 では実際の受診率はどうなのでしょうか？昨年直接大学の健康診断会場に来て，X 線を受診し
たのは新入生の 96.4％でした。
＜未受診者は？＞

 未受診者がどのくらいいたかというと，90名の新入生が検査を受けていませんでした。そこで
これらの学生に対して個別に受診勧奨をおこないました。

＜受診を勧める①＞

 どういう風に勧奨したかというと，有職の社会人学生には職場での健診結果を提出してもらい

ました。また愛媛大学職員を兼ねている学生は，本人の承諾があれば，本人が動かなくても福利

から健診結果がセンターまで送られてくるよう手配しました。本人の都合で学外のクリニックな

どで受診した場合も受診結果を出してもらいましたが，その中には通院中の病院で，胸部の X線
検査も定期的に行っているという学生もいました。どこも受診していない学生は、呼び出して契

約施設で X線検査を実施しました。
＜受診を勧める②＞

 連絡には以下のような方法を使いました。



「直接電話をかけて話をする」これは一番大切なことなのですが，なかなかそうもいかず，

学生が研究室所属であれば研究室で一番学生のことを分かっている「職員を介して連絡をとる」

それでもだめなら「指導教員に連絡をとってもらう」 その一方で「メールを使う」というような

方法をとりました。 ひとつだけでうまくいく場合もありましたが，愛媛県外に在住する大学院生

や医学部の大学院生などは，この 4つの方法全てを使った場合もありました。
＜すると＞

 その結果，職場などでの健診結果提出が 47名。この中には愛大職員も入っています。自分で学
外のクリニックなどで受診した者が 9名。呼び出して契約施設で検査を行ったものが 20名。この
時点で合計 76名を受診扱いとしました。
＜最終的に未実施は 14名＞
 その結果残ったのは 14名になりました。内訳としては受診対象外とみなしたものが 11名でし
た。残り 3名とは最後まで直接的なコンタクトをとることができませんでした。
＜対象外とした 11名の内訳＞
 一方対象外とした 11名の内訳ですが，入学直後に除籍または退学となった学生が 2名。入学す
るとすぐ休学した学生が 7名。残り 2名は普通に在学していたのですが、妊娠中ということで，
X線撮影は保留としました。
＜最終的な受診率＞

 ということで，11 名を除外した後の未受診者は 3 名でしたので、最終的に胸部 X 線受診率は
96.4％だったものが 99.88％まで向上しました。
＜対象外 11名の内、除籍または退学を除いた 9名のその後＞
 ここで，対象外とした 11名がその後どうなったのか，説明をします。
2名は入学するとすぐ除籍または退学になりましたので，結局 9名の行方ということになります。
このうち休学していた 7名の行方は，24 年度までに除籍または退学になったものが 3名。23 年
度に引き続き 24年度も休学の学生が 1名。休学は半期だけで 23年後期から復学し，秋の健康診
断を受診した者が 1名。24年春に復学し健康診断も受診した者が 2名でした。
妊娠中だった 2名のうち 1名は医学研究科の学生で愛大職員でもありましたので，24年度の健診
結果を福利から結果を入手することができました。もう 1名は，育児と勉学のため 24年春の健康
診断を受診できず，後から契約施設で検診をうけました。

この 11名以外に最後まで連絡が取れなかった 3名は，何度電話をしても，メールを送っても，指
導教官から働きかけてもだめだったのですが，24年度の健診はすべての項目をチャッカリと受け
ていました。これは健康診断結果を就職活動に使用するためではないかと思われます。

＜まとめ＞

 外部での健診結果を利用することで学生の便宜を図ることができなおかつ、X 線の受診率も向
上させることができました。しかし未実施のまま翌年まで持ち越す学生も 3 名いました。今後ど
のようにして全員受診にこぎつけるか，というのが新たな課題です。
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は じ め に

• 愛媛大学ではH23年度より定期健康
診断の胸部X線検査対象者を，「新
入生」「結核問診による選別者」「受
診希望者」に変更した。

• その後1年かけて「新入生」で胸部X
線未受診者のフォローを行った。



問診票



新入生の抽出



平成23年度胸部X線施設検診
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どのくらい受診したか？

•学部，大学院を含めて
新入生2,506名中春の定期健康
診断受診者2,416名

↓
96.4％が受診したことになる



未受診者は？

差し引き未受診者は90名
そこで，

個別に受診勧奨を行った



受診を勧める①

• 社会人は，職場の健診結果を使用
• 愛媛大学職員は，本人の許可を得て
福利から結果をもらう

• 学外での（有料）自己受診結果もOK
それ以外は

• 契約施設で実施（無料）



受診を勧める②

• 直接電話
• 研究室の職員から連絡をとってもらう
• 指導教員に連絡を取ってもらう
• 修学支援システムからメールを送付
する

いくつか組み合わせて実施



す る と ？

職場などの健診結果提出 47名
自己受診結果提出 9名
（うち2名は通院中）
呼び出して契約施設で実施 20名

結局90名中76名を受診扱いとした



最終的に未実施は14名

•内訳
・対象外 11名
・連絡が取れない 3名

（大学院生で電話，メール，指導教員
から連絡をとってもらってもダメ！）



対象外とした11名の内訳

・休学 7名

・入学直後の除籍・退学 2名

・妊娠中 2名



最終的な受診率

• 96.4％（2,506名中2,416名実施）
↓

• 99.88％（2,495名中2,492名実施）



対象外11名の内，除籍or退学を除いた
9名のその後

・除籍or退学3名
・引き続き休学1名
・2011年秋に休学から復帰し後期健診受診1名
・2012年春に休学から復帰し春の健診受診2名
・出産後2012春に健診受診1名
・出産後2012春に職場の健診結果提出1名

連絡とれなかった3名は，2012年春に全員受診



まとめ

•外部での健診結果を活用するこ
とで，新入生の胸部X線検診率を
向上させることができた。

• しかし未検査のまま翌年に持ち
越す学生も3名おり，効果的な勧
奨を考えなければならない。


